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第１学年道徳学習指導案
平成２３年５月１９日（木）第４時限
	主題名（資料名）
	ちびた鉛筆の教え
	内容項目
	１-(5)　向上心、個性の伸長

	資　料　名
	ちびた鉛筆の教え

	出　　　典
	愛知県小中学校長会編「明るい人生」１年

	１
主
題
設
定
の
理
由

	(1) ねらいとする価値について
自分の個性を発見し、それを伸ばしていくことは、人それぞれの生涯をかけた課題である。それは、自らを振り返り、絶えず自己を向上させようとする意欲や態度によって実現される。そうした自己の人生にかける前向きな姿勢と不断の努力によって充実した生活ができるのである。また、この内容は自己の進路選択に深く関わってくる事柄でもあり、自らが納得できる、自己実現に結びつく生き方を追求させることが大切となる。
(2) 生徒の実態について
中学生になると、自己理解が深まり、自分なりの生き方についての関心が高まってくる。自分の姿を自らの基準に照らして考えてみたり、他人との比較において捉（とら）えてみたりして、そのいたらなさに思い悩んだり、逆に安易に現状に満足し、向上への努力を怠ったりすることが少なくない。このため自分を振り返り、自己の在り方を厳しく問わせることが重要になる。同時に、自己の優れた面や長所の発見に努め、常に自らを向上させようとする意欲をもたせることも合わせて必要である。

	２
ね
ら
い
	自己を見つめ、自分の夢に向けて努力を続け、自己の向上を目指そうとする気持ちを高める。

	３
資
料
に
つ
い
て
	(1) 資料についての解釈
アメリカに留学したことで、もの書きになるという夢をもつようになった筆者は、その夢を実現しようと、何度も原稿を書いては失敗を繰り返していた。やがて筆者は、自分の才能に限界を感じ、作曲家の父親に相談する。父親は、自分の幼少のころからの話をし、才能がなくても、自らの努力によって才能を作り出すことができると説いた。
自分の適性について、短絡的な考えをもちやすい中学生に対して、粘り強く取り組み続けることの大切さを伝える本資料は、向上心について適した資料である。 

(2) 資料の取扱い
最初に留意させたいのは、単に自分が好きであるという理由だけで、もの書きになろうとした気持ちである。しかし、失敗を繰り返し挫折感をつのらせていく中で、本当はもの書きに向いていないのではないかと、揺れ動く筆者の気持ちに共感させたい。
次に、筆者がカステラの箱の中にある、何百本という短い鉛筆を見たときの気持ちを考えさせることによって、自分への甘さを捨てさせ、努力の大切さに気付かせたい。

	
	◎関連　小６「何者かになる」「夢を求めて」　２年「『親切』のできなかった日」


	４
　　展
　開
　例
	
	学習活動・主な発問と予想される生徒の発言
	指導上の留意点

	
	導
入
	１　将来の夢について発表する。
①　どんな夢を抱いていますか。
○　プロスポーツ選手になりたい。
○　花屋さんになりたい。
○　特に夢はもっていない。

	○　自分の夢を具体的に話せない生徒が多いと考えられるので、一例をあげて、それをもとに発表させる。

	
	展
開
	２　本資料を読んで話し合う。
①　原稿を書くチャンスをもらい、有頂天になって原稿に取り組んでいるときの筆者はどんな気持ちだったでしょう。
○　きっといい原稿を書いてみせるぞ。
○　注文をくれた人のためにもがんばるぞ。
②　もの書きになると勢いこんでいた気持ちがぐらつき始めたときの筆者は、どんな気持ちだったでしょう。
○　実は、自分には文章を書く才能がないんじゃないか。道を間違えたのかもしれない。
○　自分の文章の良さがわかってもらえないなんて、編集者の人がおかしい。
③　カステラの箱の中の何百本というちびた鉛筆を見つめながら、筆者は何を考えていたのでしょう。
○　まだ長い鉛筆をもっていながら、絶望している自分が恥ずかしい。
○　お父さんに負けないように、自分もとことん努力して、もの書きとして成功するぞ。
３　生活を振り返り、自己の向上のために努力しているときの気持ちを発表する。
①　自己の向上のために目標を立てて努力していることと、そのときの気持ちを発表してください。
○　早朝ランニングをしている。サッカーの練習についていく自信ができたように思う。
○　毎日日記をつけている。反省が多くて落ち込むが、書き終えると何だかほっとする。
	○　自分の力量のことを全く考えておらず、原稿が書けることに喜んでいる筆者の姿に気づかせる。
○　それまでもっていた自信を一気に失った心情について推察させ、筆者の気持ちに共感させる。
○　日ごろの観察から、向上心について意識が低い生徒から順に高い生徒へと指名を工夫し、多様な生徒の価値観が引き出せるようにする。
○　考えを深めるために、父親の「才能がないと気づいたら、こうやって才能をつくりなさい。」という言葉を示す。
○　スポーツだけに限らず、自己の向上のため、全力を出し、着実に努力しようとする心情をふくらませる。

	
	終末
	４　向上心について、教師の説話を聞く。
	○　各界で活躍している人物の、人に知られていない努力について話し、印象的に締めくくる。


実　　践　　資　　料
· 日時　平成２３年５月１９日（木）４限

· 項目　１（５）向上心、個性の伸長

資料　ちびた鉛筆の教え　＜明るい人生１年＞

＜授業の展開＞
[image: image2.jpg]



＜授業の様子＞

＜　授業者の反省　＞
· 資料の扱いで工夫した点
・　主人公の神津カンナさんのことを生徒が全く知らなかったので、資料の前半部分の確認と事前の紹介をしっかり行った。
・　「才能がないと気付いたら才能をつくりなさい」という父の言葉や箱の中の何百本という短い鉛筆を見たときの主人公の気持ちを考えることで、人生は才能だけがものをいうわけではなく自分の努力次第で目標や夢は実現できるということに気付かせたいと考えた。
・　誰でも夢は持っているが、それに向かって具体的な取り組みをしている生徒は少ない。そこで最初に夢を確認し、その後に努力することの大切さに気付かせ、自分の活動を振り返ることができるようにした。短絡的に自分には才能がないと決めつけてしまうことがないように、筆者の気持ちに共感させ、主発問で努力する前から諦めることは恥ずかしいことであるという価値観を引き出した。生徒たちになじみの深い有名人の苦労話を取り上げることで、より一層努力の大切さ、必要さが理解できたと思う。
· 展開における反省点
・　導入で生徒に将来の夢について問いかけ、その夢の実現のために今どんなことをしているかを引き出し、展開につなげたかったが、将来の夢をはっきり言える生徒が非常に少なかった。しかし展開の中心発問では自らの向上のためには粘り強く努力をし続けることの大切さが分かった生徒は多かった。
・　場面発問では主人公の挫折したところが余り強調できなかった。原稿の注文を出してもらったときのうれしさをもっとおさえておくべきだった。
・　有名人の苦労話は生徒も関心をもって聞くことができた。努力することの大切さや、才能は自分でつくることなどは理解できたが、自分たちが今後どのようにしたらよいかまでは考えることができなかった。小さなことでもよいので、自分が今まで努力したことで自信が付いたりうれしくなったりしたことなどを振り返り、誰でも時間をかけてやれば、良い結果を残すことができることを感じさせることができればよかった。
· 学級の様子と生徒の成長
・　部活動の本登録が近づいている生徒たちは部活動での目標を掲げ、その目標に向かってあきらめずに努力をし続けなければいけないと感じたようだった。常に目標に向かっていく姿勢を身につけさせていきたい。　
・　主人公の父がすごく努力したことに驚いている生徒がとても多かった。半分ほどが、自分も努力していこうという意識をもっていた。　 

・　部活が主であるが、好きなことに更に努力して取り組む気持ちが強くなった。これからは自分で立てた目標だけではなく、まわりとの競争を通して更に成長できるようになるとよいと思う。
全校道徳の時間において全校同じ資料を使用





導入　　将来の夢について考える。


あなたはどんな夢を抱いていますか。�
�
展開①　資料を読んで話し合う。


原稿を書くチャンスをもらい、有頂天になって原稿に取り組んでいるときの筆者はどんな気持ちだったでしょう。�
�
展開②


もの書きになると勢い込んでいた気持ちがぐらつき始めたときの筆者はどんな気持ちだったでしょうか。�
�
展開③　考えを深める。


カステラの箱の中の何百本というちびた鉛筆を見つめながら筆者は何を考えていたのでしょうか。�
�
　　　　・　まだ長い鉛筆をもっていながら絶望している自分が恥ずかしい。


お父さんに負けないように、自分もとことん努力して、もの書きとして成功するぞ。


展開④　自分の生活を振り返り、自己の向上のために努力しているときの気持ちを発表する。


自己の向上のために目標を立てて努力していることと、そのときの気持ちを発表してください。�
�
　　　　・　早朝ランニングをしている。練習についていく自信がついた。


　　　　・　毎日日記を書くようにしている。


終末　　本時の感想を書く　








